
日本電通株式会社では社会貢献活動の一環として献血協力に取り組んでいます 

「献血」とは、病気や怪我で輸血を必要とする患者さんのために、自分の血液を自発的かつ無償で提供

することです。日本では日本赤十字社が全て手がけており、提供された血液は感染症の検査のあと、各

医療機関に提供されています。 

善意の献血によって多くの患者さんの命が救われることから、日本電通株式会社では社会貢献活動の一

環として献血協力に取り組んでおり、2020年1月15日に45回目の献血協力をおこないました。 

1997年に献血協力を開始してから今年で23年目となり、のべ1,460人分の思いやりを提供してきました。

当社では引き続き献血協力に取り組んでまいります。 


